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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ショウジョウバエのfat遺伝子のヒト相同遺伝子として2番目に同定された遺伝子です。fat遺伝子は、ショウジョウバエの発生過程における細胞増殖の制御に不可欠な腫瘍抑制因子をコードしています。この遺伝子産物は、カドヘリン型リピート配列の存在を特徴とする膜貫通タンパク質群であるカドヘリンスーパーファミリーに属します。34個のカドヘリン型リピート配列をタンデムに含むことに加え、2個の上皮成長因子（EGF）様リピート配列と1個のラミニンGドメインを有しています。このタンパク質は細胞接着分子として機能し、細胞増殖を制御し、小脳の発達において重要な役割を果たしていると考えられます。[RefSeq提供、2008年7月]、類似性：ラミニンG様ドメインを1個含む。、類似性：EGF様ドメインを2個含む。、類似性：カドヘリンドメインを32個含む。
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

